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（出典）内閣府ホームページ（http://www8.cao.go.jp/youth/wakugumi.html）
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第3節　すべての子どもの安心と希望の実現プロジェクトの推進

○平成27（2015）年8月，「すべての子どもの安心と希望の実現に向けた副大臣等会議」（議長：内
閣官房副長官）が設置された。同会議では，同年12月，財源確保も含めた政策パッケージとして，
「ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト」及び「児童虐待防止対策強化プロジェクト」
からなる「すべての子どもの安心と希望の実現プロジェクト」を取りまとめ，子どもの貧困対策会
議（議長：内閣総理大臣）にて決定した。また，同副大臣等会議において，平成28（2016）年2
月，本プロジェクトの愛称を「すくすくサポート・プロジェクト」と決定した（図表3）。
○本プロジェクトを踏まえ，関係府省庁において各種施策を着実に実施するとともに，平成28年通
常国会に，「児童扶養手当法の一部を改正する法律案」等の関連法案を提出した。

 図表3   すべての子どもの安心と希望の実現プロジェクト

（出典）内閣官房ホームページ（http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/kodomo_ansin/pdf/h271221_gaiyou.pdf）

1　ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト
○経済的に厳しい状況に置かれたひとり親家庭や多子世帯の自立のためには，①支援が必要な者に行
政のサービスを十分に行き届けること，②複数の困難な事情を抱えている者が多いため一人一人に
寄り添った伴走型の支援を行うこと，③ひとりで過ごす時間が多い子供たちに対し，学習支援も含
めた温かい支援を行うこと，④安定した就労を実現することなどが重要であり，就業による自立に
向けた支援を基本にしつつ，子育て・生活支援，学習支援などの総合的な支援を実施することとし
た。
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◇児童のいる世帯のうち，ひとり親家庭の世帯の割合は上昇傾向。
◇ひとり親家庭の平均所得は，他の世帯と比べて大きく下回っており，子供の大学進学率が低い。

 図表4  児童のいる世帯の状況

児童のいる世帯（全体） 核家族世帯
ひとり親と未婚の子のみの世帯
全体に占めるひとり親家庭の割合

7.4%
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（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」

 図表5  ひとり親家庭の現状

（1）児童のいる世帯の1世帯当たりの平均所得（平成25年）
（万円）

（2）ひとり親家庭の子供の進学率

夫婦と未婚の子のみの世帯 699.1 ひとり親家庭 全世帯
ひとり親と未婚の子のみの世帯 268.0 高校等への進学率 93.9％ 96.6％

大学等への進学率 23.9％ 54.4％

（出典）厚生労働省「国民生活基礎調査」 （出典）「全国母子家庭等調査」（平成23年度），「学校基本調査」（平成27年度）
注　全世帯の高校等及び大学等進学について，通信制への進学者を除く。

（支援につながる）
○厚生労働省では，相談窓口に関する分かりやすい情報提供やスマートフォンで検索できる支援情報
ポータルサイトの活用等による相談窓口への誘導の強化を行いつつ，相談窓口において，子育て・
生活に関する内容から就業に関する内容まで，ワンストップで寄り添い型支援を行うことができる
体制を整備し，総合的・包括的な支援を行う体制を整えることとしている。

（生活を応援）
○放課後児童クラブ等終了後にひとり親家庭の子供の生活習慣の習得・学習支援や食事の提供等を行
うことが可能な居場所づくり，母子父子寡婦福祉資金貸付金による経済的支援，保証人なしの場合
に有利子となる資金の利率の引下げを行うこととしている。

○児童扶養手当の多子加算額について，特に経済的に厳しい状況にあるひとり親家庭に重点を置いた
改善を図ることとし，第2子の加算額を月額5千円から最大1万円（36年ぶりの引き上げ）に，第
3子以降の加算額を月額3千円から最大6千円（22年ぶりの引き上げ）とするなどの「児童扶養手
当法の一部を改正する法律」（平28法37）が平成28（2016）年通常国会（第190回国会）で成立
した。

（学びを応援）
○文部科学省では，家庭の経済状況にかかわらず，学ぶ意欲と能力のある全ての子供が質の高い教育
を受けられるよう，幼児期から高等教育段階まで切れ目のない形での教育費負担の軽減に取り組ん
でいる。

○厚生労働省は，平成27（2015）年4月1日に施行された「生活困窮者自立支援法」（平25法105）
に基づき，生活保護受給世帯の子供を含む生活困窮家庭の子供に対する学習支援事業を制度化し，
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貧困の連鎖の防止のための取組を強化した。
（仕事を応援）
○厚生労働省では，高等学校卒業程度認定試験合格支援事業の支給対象へのひとり親家庭の子供の追
加，高等職業訓練促進給付金の支給期間の延長，自立支援教育訓練給付金の支給額の引上げ等を行
うこととしている。

（住まいを応援）
○国土交通省では，低廉な家賃での公的賃貸住宅の供給の促進，空き家を活用した子育て世帯向けの
賃貸住宅の整備，子育て支援施設等の併設による公的賃貸住宅団地の福祉拠点化への支援などを推
進している。

（社会全体で応援）
○子供の貧困対策に関する官公民の連携・協働プロジェクトとして「子供の未来応援国民運動」が平
成27（2015）年10月から始動した。草の根で支援を行う特定非営利活動法人（以下「NPO法人」
という。）等に対しての助成などに活用する「子供の未来応援基金」を創設し，また，各種支援情
報を一元的に集約した上で，地域別，属性等別，支援の種類別に検索できる総合的な支援情報ポー
タルサイト及びCSR活動を行う企業等の支援リソースとNPO等が抱えているニーズの双方を掲
載し，相互に検索できるマッチングサイトを整備した。平成28（2016）年度以降は，基金による
事業の着実な実施や，ポータルサイトの情報量の充実などを行うこととしている。

○内閣府では，「ひとり親家庭・多子世帯等自立応援プロジェクト」を効果あるものとするため，各
地方自治体において，子供の発達・成長段階に応じて切れ目なく「つなぎ」，教育と福祉を「つな
ぎ」，関係行政機関，地域の企業，NPO，自治会などを「つなぐ」地域ネットワークの形成の支援
を目的として，「地域子供の未来応援交付金」を創設した。

2　児童虐待防止対策強化プロジェクト
○発生予防から自立支援までの一連の対策の更なる強化を図ることとし，
①児童虐待の発生予防として，地域社会から孤立している家庭へのアウトリーチ支援を積極的に行
うことを含め，妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援を通じて，妊娠や子育ての不安，孤立
等に対応し，児童虐待のリスクを早期に発見・逓減する

②発生時の迅速・的確な対応として，児童虐待が発生した場合に，児童の安全を確保するための初
期対応が確実・迅速に図られるよう，児童相談所の体制整備や要保護児童対策地域協議会の機能
強化等を行う（図表8）

③被虐待児童への自立支援としては，被虐待児童について，親子関係の再構築を図るための支援を
強化するとともに，施設入所や里親委託の措置が採られることとなった場合には，18歳到達後
や施設退所後等も含め，個々の児童の発達に応じた支援を実施し，自立に結びつける

などの対策を進めていくこととした。
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